



論文題目   中学校英語科における教室談話研究  
        ―文法指導とコミュニケーション活動の検討― 
 













11 章から成る。  
第Ⅰ部「問題と目的」の第 1 章では、日本の公教育での英語科授業を照射した
参加者主体型実証研究の重要性を論じた。外国語学習を含む広義の第二言語習得









会文化理論  [Sociocultural Theory: SCT] と分析概念について述べた。SCT は、SLA
研究において社会的文脈を重視する Lantolf (2000) らにより提唱され、Vygotsky, 
Bakhtin, Wertsch の論に基づき、外国語教授・学習過程の検討を可能にする。具体
的には、学習の成果のみならず学習過程を照射する発達の最近接領域  [ZPD]、学
習者の独り言を即時の言語習得・学習の契機とみなす「私的発話  [private speech]」、
発話における話者固有の本音としての「声  [voice]」と、その複数性としての「多
声性  [multivoicedness]」の概念に依拠し、参加者による発話の特徴を検討する。
とともに、ヴィゴツキー心理学の根幹をなす 3 つの主題  (Wertsch, 1985) に即し、

















第 5 章では、内容重視のコミュニケーション活動としての口頭導入  [oral 




討した結果、以下 3 点を導出した。 (1) 生徒の「つぶやき」の総数が、教師の発

























第 8 章では、O. I. 実践での生徒による英語での「つぶやき」の特徴を捉えるた









3 人と教師による発話の様相を捉えた。第 9 章では、生徒による「つぶやき」の
特徴と変容過程を明らかにするために、1 年 9 ヵ月間の教室談話の有り様を継時







第 10 章では、教師の発問と意識のあり方に着目し、3 年半の教室談話と授業コ
メントの変容を分析し、教師の授業に関する学習過程を明らかにした。その結果、
























ける SCT の理論的精緻化と、SCT を含む多様な理論に依拠し、異なる分析手法を
用いた実証研究がなされることである。  
